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２１世紀の日本のかたち（１３７） 

 

コロナは終息するか 

 

 

 

 

戸 沼 幸 市 

＜ (一財)日本開発構想研究所 顧問＞ 

 

１．2023年正月の風景 

今年の正月元旦は、かつて設計に関与した

「光が丘公園住宅団地」の自宅で迎えました。 

今年に入ってコロナ禍がやや治まってきた

気配もあり、私どもの研究所や早稲田都市計

画フォーラム、いくつかの新宿区の商店街組

合の新年会があり、私も参加して、今年こそ

は良い年にしたいものだと皆で語り合いまし

た。 

さて、2023年、日本や世界はどこへ向かう

のか。 

日本は少子高齢化時代に入って人口減少期

にあります。巨大人口国、14億1千万人の中

国も、一人っ子政策の影響が顕著になり、急

速な人口減少期に入った様子です。しかし、

世界の人口は昨年末80億人を突破したと報じ

られました。 

21世紀前半、地球温暖化問題もあり、人類

の在り方が問われている事態です。 

昨年２月24日に始まったロシアのウクライ

ナ侵攻も１年になります。 

 

２．コロナ禍は収束するのか 

政府は今年１月27日に開かれた厚生労働省

の感染症部会において、新型コロナウイルス

の感染法上の分類を、今年５月８日に季節性

インフルエンザと同じ「５類に引き下げる」

ことを決定しました。マスクの着用は屋内外

を問わず、原則として個人の判断に委ねる方

針とのことです。 

思い返せば私なども、知人、友人との会話

も“密”を避け、人間的距離での対面、対話

を禁じられてきた３年間でした。私も予防注

射を５度打っています。 

2020年１月、中国発の新型コロナの世界的

感染拡大に同調して、日本に発生した新型コ

ロナ感染は、この３年間で総数3,250万人余り、

死者は6万8千人余と記録されています。コロ

ナ禍の波は第１波から現在の第８波までを数

えています。 

2020年1月、国内初感染、大型クルーズ船ダ

イヤモンド・プリンセス号での集団感染の事

はよく記憶に残っています。2020年から21年

にかけて、第１波から第４波まで政府は４度

の緊急事態宣言を出しています。無観客の東

京五輪が７月に強行されました。 

第５波はそれまでのアルファ株に代わって、

デルタ株、オミクロン株が現れました。第５

波のピークは１ヶ月、２万３千人を記録しま

した。2022年に入っての第６波は、ピーク時



2 

１日９万人超、国内感染者１千万人を超えて

います。 

第７波は９月、国内感染者２千万人超、ピ

ーク時１日22万人強。オミクロン株対応のワ

クチンの接種が開始されました。 

表１ 新型コロナウイルス感染者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：朝日新聞 2023.1.31 

表２ 主な国・地域での 

新型コロナウイルスの感染状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：読売新聞 2023.1.29 

第８波、2023年１月、ピーク時18万人強。

国内感染者３千万人超。 

コロナ禍の３年間、個人的にも社会的にも

様々なストレスが溜まっています。今年５月

８日のコロナを季節性インフルエンザ並とす

る政府の決定についても、注意深く事態の推

移を見守るべしと考えます。 

 

３．コロナ禍を考慮した新宿区長期計画「ま

ちづくり戦略プラン」の改定について 

平成29年12月に策定した新宿区のまちづく

り長期計画「まちづくり戦略プラン」は、お

おむね５ヶ年を経過しましたが、新型コロナ

ウイルス感染拡大の中、新宿区はこれを改め

て見直すことになり、新宿区長より平成４年

４月28日、私ども新宿区都市計画審議会に見

直し作業が命じられました。これを受けて、

当審議会はこれの検討のため作業部会（部会

長中川義英氏）を設け、鋭意検討作業を行い、

平成４年12月12日に吉住健一区長に答申を行

いました。 

 

資料１ 諮問書 

資料２ 答申書 

参考 

・理事長の部屋（106）国際都市新宿の未

来図、新宿区都市マスタープラン（2018

〜2028） 

・理事長の部屋（108）新宿歌舞伎町ルネ

ッサンス 
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資料１ 

４新都都計第138号 

令和４年４月28日 

新宿区都市計画審議会 

会長 戸沼幸市様 

新宿区長 吉住健一 

 

諮問書 

新宿区都市計画審議会条例第２条第１項の規定に基づき、下記の事項について諮問します。 

記 

新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」の改定について 

別紙 

 

新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」の改定について 

 

新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」は、都市計画に関する基本的な方針

である「都市マスタープラン」の実現に向けて10年間を見据えた計画として、平成29年12月

に策定し、おおむね５年が経過しました。この間、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より、３密回避とソーシャルディスタンスの実践や、ICTを活用したデジタル化、オンライ

ン化の取組など、「新たな日常」への対応が求められています。一方、新宿区においては、

ユニバーサルデザインまちづくり条例の施行やゼロカーボンシティの実現の表明を行うな

ど、新たな施策にも取り組んでいます。また、新宿駅周辺や飯田橋駅東口周辺、高田馬場駅

周辺といった各エリアにおいて、地域の特性を活かしたまちづくりの取り組みを進めていま

す。 

 

こうした新宿らしい個性的で多様なまちづくりを推進していく中で、デジタル化の急速な

進展や環境への配慮等、社会経済情勢の変化に柔軟に対応し、まちづくりにも活かしていく

ことが重要です。 

このため「まちづくり戦略プラン」を改定し、「高度防災都市化と安全安心の強化」及び

「賑わい都市・新宿の創造」の実現に向けて、新宿のまちづくりを進めていきます。 

資料：「新宿区都市計画審議会：第213回新宿区都市計画審議会」より 
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資料２ 

４新都審第４３号 

令和４年12月12日 

新宿区長 吉住健一様 

新宿区都市計画審議会 

会長 戸沼幸市 

 

「新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」の改定について」に係る答申 

 

令和４年４月28日付４新都都計138号により諮問がありました、「新宿区まちづくり長期計

画「まちづくり戦略プラン」の改定について」は、別添「新宿区まちづくり長期計画「まち

づくり戦略プラン」（答申）」のとおり答申します。 

 

答申にあたって 

 

新宿区都市計画審議会（以下、「本審議会」という。）は、令和４年４月28日に、新宿区長

から「新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」の改定について」の諮問を受け

ました。本審議会では諮問を受け、「まちづくり戦略プラン」の改定の検討に着手しまし

た。 

現在の「まちづくり戦略プラン」の策定以降、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う

人々の暮らし方・働き方の変化や、デジタル化の急速な進展など社会経済情勢は大きく変化

しています。また、自然環境が有する多様な機能を賢く利用するグリーンインフラの概念も

広く浸透してきています。一方、新宿区で進めているユニバーサルデザインやゼロカーボン

シティに関する新たな政策や各エリアのまちづくりの進捗についての対応も必要でした。 

答申の作成にあたり、本審議会のもとに、まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」

改定検討部会を設置し、調査・検討を進め、これを踏まえて本審議会として取りまとめまし

たので、ここに答申いたします。 

今後、本答申をもとに、新宿区において、「高度防災都市化と安全安心の強化」及び「賑

わい都市・新宿の創造」の実現に向け、まちづくり戦略プランの改定が進められることを強

く期待いたします。 

資料：「新宿区都市計画審議会：第213回新宿区都市計画審議会」より 
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令和４年12月12日 

新宿区都市計画審議会 

会長 戸沼幸市 

新宿区まちづくり長期計画「まちづくり戦略プラン」答申 

－目 次－ 

第１章 課題別戦略 

 重点課題１ 新宿の高度防災都市化と安全安心の強化 

  戦略a 建物の安全安心の強化 

  戦略b  地域の防災性の強化 

  戦略c 防災体制の強化 

 重点課題２ 賑わい都市・新宿の創造 

  戦略d 国際観光都市の推進 

  戦略e 愛着と誇りをもてるまちの発展 

  戦略f 持続的に発展する都市の推進 

第２章 エリア戦略 

１ 四谷駅周辺エリア 

２ 神宮外苑・信濃町駅周辺エリア 

３ 神楽坂エリア 

４ 飯田橋駅東口周辺エリア 

５ 外苑東通り沿道エリア 

６ 若松環４沿道エリア 

７ 大久保・百人町エリア 

８ 高田馬場駅周辺エリア 

９ 中井駅・下落合駅周辺エリア 

10 西落合エリア 

11 新宿駅周辺地区 

 11−1 新宿駅直近エリア 

 11−2 新宿駅東口エリア 

 11−3 新宿駅西口エリア 

 11−4 十二社通り・青梅街道周辺エリア 

 11−5 歌舞伎町エリア 

12 西早稲田駅周辺エリア 

資料：「新宿区都市計画審議会：第213回新宿区都市計画審議会」より 

 注：次頁以降赤字は修正箇所 
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１１ 新宿駅周辺地区（12 のエリア内から例示） 
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資料：「新宿区都市計画審議会：第213回新宿区都市計画審議会」より 

エリア戦略とは ①意識づくり、②組織づ

くり、③計画・場作り、④町の運営・管理 

今回の「まちづくり戦略プラン」では、新

宿区を12のエリアに分け、それぞれの主な課

題と戦略を示しています。本稿では全地区の

課題を掲げた上で新宿駅周辺地区についてレ

ビューしてみました。 

「まちづくり戦略プラン」の見直しについ

て、新宿区吉住区長より諮問を受けた2022年

４月は、全国はもとより東京都・新宿区も新

型コロナ感染が広がっておりました。 

新宿は海外からの大勢の来街者を含め、日

本有数の流動人口の多い地域です。これがこ

の３年間、商業で成り立つ商店街等は休業状

態となり、大きな打撃を受けてきました。今

回の新宿区まちづくり長期計画「まちづくり

戦略プラン」の見直しがなされた昨年末、よ

うやくコロナ禍が下火になる気配が感じられ

たのは幸いでした。 

政府においても、新型コロナの感染症法上

の分類を、この５月８日から季節性インフル

エンザなどと同じくすると発表しております。

今回の新宿「まちづくり戦略プラン」が21世

紀の賑わい都市・新宿の創造に大いに役立っ

てほしいと願います。
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写真 都市計画審議会 戸沼幸市会長、 

中川義英副会長から、吉住健一区長へ答申 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成４年12月15日撮影 
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